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地歴公民(世界史) 大阪大学（前期 文学部）          １／２ 

＜全体分析＞ 試験時間  90  分 

解答形式 

 記号正誤・記述設問・論述 

 

分量・難易（前年比較） 

分量（減少・やや減少・変化なし・やや増加・増加） 

難易（易化・やや易化・変化なし・やや難化・難化） 

 大問数は昨年と同じ３題で，論述の総字数も昨年と同じ900字であった。 

 昨年に比べてやや易化した。 

出題の特徴や昨年との変更点 

 昨年に続いて資料・図版を使用した問題が出題されたが，解答するのに図版を読み取る必要はなかった。 

 昨年に続いて短文の正誤を判定させる問題が出題された。 

その他トピックス 

 昨年に続いて，大問３題のうち１題が外国語学部と別の問題で，他の２題が共通問題であった。 

 新課程の必履修科目である「歴史総合」を先取りする日本史からの出題があった。 

＜大問分析＞ 

番号 出題形式 出題分野･テーマ コメント（設問内容・答案作成上のポイントなど） 難易度 

(Ⅰ) 記述設問 

記号正誤 

論述 

2 世紀後半～７世

紀前半の中国と周

辺民族 

問１ 五胡が華北に居住するにいたった歴史的背景

について説明する問題。遊牧民の移動の背景として，

３世紀以降の気候寒冷化にも触れたい。 

150字程度。 

問２ ５～６世紀にバクトリアを中心に中央アジア

に勢力を拡大した遊牧国家を答える問題。時期と本拠

地から「エフタル」と判断する。 

問３ 唐の高宗の時代に唐が介入した朝鮮半島諸国

間の戦争の推移と帰結について説明する問題。問題文

の読み取りを誤って，唐の高句麗遠征だけを説明する

問題であると判断しないように注意したい。 

100字程度。 

問４ 唐の太宗の事績として正しいものを選ぶ問題。

選択肢の文がややあいまいで判断に迷う。 

標準 
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(Ⅱ) 記号正誤 

論述 

オランダ東インド

会社関連史 

（図版使用） 

問１ 17 世紀のバタヴィアに日系人女性が暮らして

いた背景について，日本，オランダ，バタヴィアの関

係を考慮しながら論じる問題。問題文にある「日系人

のクリスチャン・コミュニティ」の語と江戸幕府によ

るキリスト教の禁止を結びつけて考えられるかがポ

イント。 

100字程度。 

問２ 17 世紀のオランダ東インド会社がどのように

して富を築くことができたのかを，「銀」「香辛料」

「商館」の語を用いて説明する問題。問３の選択肢の

文章がヒントになる。 

150字程度。 

問３ 近世におけるオランダ以外のヨーロッパ諸国

によるアジア地域との貿易に関する短文から，正しい

ものを選ぶ問題。短文は４行にわたっているが、誤り

は比較的見つけやすい。 

問４ 18～19 世紀における，女性の権利に対する見

方の変化に影響を与えた事象について記した短文か

ら，誤っているものを選ぶ問題。選択肢ウは20世紀

の総力戦の説明なので，時期が違うと判断できる。 

標準 

(Ⅲ) 記述設問 

論述 

孫文「大亜洲主義」

講演に関連した世

界情勢・アジア情

勢 

（資料使用） 

問１ 日本の不平等条約改正について，新たな条約名

と改正内容を簡潔に説明する問題。新たな条約である

日英通商航海条約は，日本史の教科書には記載されて

いるが，世界史の受験生には難しい。 

問２ 日露戦争における日本の勝利に影響されて起

こったアジアの民族運動を一つ挙げる問題。 

問３ 第一次世界大戦後の世界情勢・アジア情勢につ

いて説明する問題。孫文の講演の趣旨を踏まえて書く

ことが求められており，何をどこまで書くべきか迷う

受験生もいたであろう。 

200字程度。 

問４ 中華人民共和国成立直後からソ連崩壊までの，

中国とソ連との関係の変遷を論じる問題。中ソ友好同

盟相互援助条約からゴルバチョフ訪中まで，同盟関係

から対立，衝突を経て関係改善にいたる変遷を述べれ

ばよい。 

200字程度。 

やや難 

※難易度は５段階「易・やや易・標準・やや難・難」で、当該大学の全統模試入試ランキングを基準として判断し

ています。 

＜学習対策＞ 

近年の傾向として資料・図版や表・グラフなどが使用されており，戸惑うかもしれないが，問われている

のは教科書をしっかり学習していれば十分対応できる内容である。ただ，そのためには資料が何を述べてい

るのかを読み取る国語力，図版や表などから得られる情報と歴史的知識を総合して考える力が必要である。

出題地域はアジア・欧米と幅広く，時代的にも古代から現代に及ぶので，教科書中心の丁寧な学習を心がけ

たい。手薄になりがちな東南アジア史・内陸アジア史・戦後史もしばしば出題されるので，おろそかにしな

いこと。論述問題については，過去問を参考にして充分に練習しておこう。 

 


